








大阪府バスケットボール協会審判委員長殿

大阪社会人連盟審判員　

掲題の件、下記の通りご報告申し上げます。

●大会名

●日程 （土） （日）

●会場

●担当試合① （土） 15:15 ～

●担当試合② （日） 15:15 ～

●自己の感想

令和 2年 2月 18日

細見　竜太

NTT西日本大阪（近畿4位）

岡山市総合文化体育館　・　ジップアリーナ岡山

高 松 宮 記 念 杯 第 2 回 全 日 本 社 会 人 バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 地 域 リ ー グ チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ

参 加 報 告 書

高松宮記念杯　第２回全日本社会人バスケットボール地域リーグチャンピオンシップ

2020年2月15日

2020年2月15日 2020年2月16日～

対戦カード 日本無線（関東７位） ＶＳ

CC：白川氏（石川）　　U1：細見　　U2：稲葉氏（岡山）

2020年2月16日

対戦カード 日立金属（関東1位） ＶＳ プレス工業（関東11位）

・ゲームの序盤でOOBの判定が続けて訂正することがあったため、終始OOBの判
定に関しては、不安感が拭えなかった。
・ファウルの判定に関しては、クルー間の基準も大きな差はなく、また、大きな取りこ
ぼしもなく良かった。
・メカもクルーで大きな修正点もなくスムーズであった。
・デュアルエリアで、パートナー（リード）が吹いたポストのポジション争いに関してのフェ
ンスファウルは、センター（細見）から見て、どういう判定をしていたか

クルー

講師／主任 武井氏（栃木）

講評

・ウインターカップの時からの課題であった、二つのマッチアップを把握し（特にセンターのオンボールと、
ポスト争い）、よりアクティブな方に注視するということ、今回の2試合では意識することができた。
・OOBの判定についても、オンボールからボールが飛び、視野が切り替わった時にラストタッチの把握
が薄い時（特にリードの時）あり、体の向きや、視野の広げ方など、なるべく視野をぶらさないなどの
工夫が必要と感じた。
・チームの特徴、キープレイヤー、クルーで共有しておきたいことをプレカンで話し、試合で活かすこと
ができたので、事前のスカウティングの重要性を認識できた。これについては今後も継続していきた
い。ただ、今回の場合、スカウティングをして対応したが、その後のプレイヤーの対応に対しては後手
後手になっていたので、ゲーム中にも常に次の想定をし、準備とクルーで共有するべきだった。

＊具体的な内容として、青チームのキープレイヤーのオフェンスの手の使い方が悪いことをクルーでプ
レカン時に共有。→ゲームの序盤でその手の使い方に関してコール。→その後、青のキーマンに対す
る白のディフェンスがタイトになり、オフェンスを引き出そうとする。青のキーマンもディフェンスにやられた
ように見せる。（この部分について、後手後手になった）

最後になりましたが、今回の派遣でご配慮して頂いた大阪府バスケットボール協会及び審判委員
会の皆様に感謝申し上げます。

CC：田中氏（鳥取）　　U1：細見　　U2：谷舗氏（岡山）

講師／主任 永山氏（兵庫）

講評 ・ゲームの早い段階で、ベンチに判定に対する異論表現のワーニングを入れたのは
良かった。
・プレス工業の分かりやすいファウルに対しては笛が入っていたが、プレス工業よりも
分かりにくいが日立金属にもファウルをつけてほしいコンタクト（特に、ポストに対する
ディフェンス）があった。
・プレス工業にはファウルが簡単につくが、日立金属にもファウルをつけようと、RSBQ
に影響のないコンタクトに対しても笛をいれてしまっていたのではないか。

クルー


